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従
来
大
体
二
人の
分
担で
あっ
た
(『
国
語
学』
m
展
望
総
記
参
照)

国
語

学
史
と
国
語
研
究
資
料と
の
二
項
目
を
今
回一
人の
担
当
と
し
て
網
緩
主
義で

な
く
重
点
主
義
を
原
則に
す
る
と
の
展
望
検
討
委
員
会の
方
針
に
添い 、
一
方

で
は
紙
数の
制
限
も
あっ
て、
担
当
項
目
の
う
ち
特
に
国
語
研
究
資
料の
方
は

問
題
指
摘
方
式
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
く
なっ
た 。
お
び
た
だ
し
い
個
々
の
資
料

類
は
『
国
語
年
鑑』
『
国
語・
国
文
学
図
書
総
目
録』
『
国
語
学
論
説
資
料』
や

『
国
語
学』
『
国
語
と
国
文
学』
そ
の
他の
新
刊
紹
介
等に
譲る
と
と
を
お
許し

い
た
だ
き
た
い 。
展
望
子
の
常
と
し
て 、
そ
の
期
の
業
績は
可
能
な
限り
掲

げ 、
もっ
て
著
者・
論
者へ
の
礼を
尽
く
す
と
と
も
に
展
望
子の
博
捜ぷ
り
努

力
ぶ
り
を
も
顕
示
し
た
い
意
欲に
駆
ら
れ
る
もの
だ
が 、
と
の
際は
勇
断を
奇

い
多
く
を
割
愛し
た
次
第で
あ
る 。
種々
著
書・
論
文
を
寄
贈
し
て
下さっ
た

方々
に
はと
と
で
厚
く
感
謝
申
上
げ
る
と
と
もに
深
く
お
わ
び
申
上
げ
る 。

以
下 、
昭
和田
年1
月
か
ら回
年ロ
月
まで
の
刊
記の
あ
る
著
書
・

雑
誌及

び
紀
要
類
の
論
文
を
対
象
と
し、
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
く。

一、
国
室主
ロロ

学

史

乙
ζ
で
い
う
〈
国
語
学
史〉
と
は
〈
広
く
国
語の
反
省・
研
究の
歴
史
を
意

味
し、
わ
が
国の
学
問
史の一
つ
と
し
て、
文化
史の
中の一
つ
の
位
置
を
占

竹

正

夫

岡

め
る
もの
で
あ
る 。
同
時に
ま
た 、
国
語
学
自
身の
た
め
に
は 、
現
在乙
の
学

の
立つ
立
場
を
反
省
し 、

将
来
進
むべ
き
方
向
や 、
採
るべ
き
方法
を
考え
さ
せ

る
と
い
う
大
き
な
使
命
を
持っ
て
い
る 。
〉
〈
国
語
意
識
も
言
語
生
活
の
中に

含
ま
れ
る
は
ずで
あ
る
か
ら 、
閑
語
学
史の一
辺
は
国
語
史と
連
続
す
るζ
と

に
な
る o
V(『
国
語
学
大
辞
典』
池
上
禎
造)
と
す
る
説
明に
従
う 。
た
だ
し
国

語
史が
あ
く
ま
で
も
八
ω
過
去の
各
時代に
お
け
る
国
語の
個々
の
事
実。
ω

国
語の、
時
代に
よ
る
変遷の
事
実。〉
(
向、
中
田
祝
夫・
築
島
裕)
の
世
界

で
あ
る
の
に
対し 、
国
語
学
史
は
〈
国
語を
対
象
と
す
る
組織
的
研
究
〉
で
あ

る
と乙
ろ
の
八
国
語
学〉(問 、
林
大)
の
〈
歴
史〉
で
な
く
て
は
な
ら
な
い 。

I

て
に
を
は
研
究
史
の
研
究

-
専
門
書の
刊行と
翻
刻・
研
究
ω〈
てに
を
は
研
究
史の
最
初の
専
門

書〉
(
佐
藤
宣
男『国
語
学』回
新
刊
紹
介)
とい
うべ
き(1)
根
来
司
『
て
に

を
は
研
究
史
||
て
に
を
は
都
伝
替
を
中
心
と
し
て
||』
(
明
治
容
段、
昭
日
・
8)
の

収
穫を
ま
ず
特
記
し
た
い 。
著
者
自
身の
「
わ
が
著
書を
語
る」
(『
出
版ニ
ュ

ー
ス』
昭
日
・
9
・
下)
と
佐
藤
宣
男の
懇
切
な
書
評
が
あ
る
(『国
語
と
国

文
学』
昭
日・
5)。
長
年て
に
を
は
研
究に
携わっ
て
い
る
氏に
し
て
始め

て
可
能
な
手
馴
れ
た
研
究
で 、
『
手
商
葉
大
概
抄』
『
天
仁
遠
波
十三
ケ
条
口

伝』
『
歌
道
秘
蔵
録』
の
全
文
か
ら
「
国語
学
大系
収
録
舎
目
予
定」・
同
「
内
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容
見
本」
所
載
の
山
田
孝
雄・
桁
本
進士口の
推
薦
文の
類に
至
る
ま
で
大
小
と

り
ど
りの
資
料
が
随
所に
ち
り
ばめ
ら
れ 、
さ
な
が
ら
「て
に
を
は
研
究
資
料

館」
の
観
も
あっ
て
有
難い 。
あ
え
て
望
萄
の
言
二 、
三
ーー 、

八
同
じ

定
家

が
そ
の
見
解
を
抽
象
的
に
簡
略
に
述べ
る
に
し
て
も 、
手
爾
葉
大
概
抄の
場
合

は
(
言
禁
に
関
す
る
部
分
の
見
解
で
あ
り 、

て
に
を
は
研
究
で
あ
る
か
ら)

詠

歌
大
概
の
よ
うに
う
ま
くい
か
な
かっ
た
〉
(五
七
頁)
と
し
て
『
手
爾
葉
大

概
抄』
を
定
家の
著
と
見
な
す
点
や 、
『
手
耳
葉口
伝』
の
八
序
説
及
び・:
と

い
う
奥
書
も
や
は
り
古
態
を
存
し
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
の
で 、
と
の
永和
元
年

の
奥
書の
あ
るζ
の
書を
仮
託
書
と
は
考
え
な
い
〉
(
九三
頁)
と
する
点 、

あ
る
い
は
相
伝
を
示
す
諸
本の
奥
書
の
八
淳
志
川
源
意
〉
八
政
直
川
政
宣
〉
と

揺
れ
て
い
る
文
字
につ
い
て
の
井
上
誠
之
助
説
を
非
と
する
あ
た
り
(一一
二
四

頁) 、
佐
藤
宣
男
も
疑
問
視
する
よ
う
に
や
は
り
私
ど
も
を
納
得さ
せ
る
だ
け

の
十
分な
補
強の
ほ
しい

所 。
な
お
氏
は
前
期
に
引
続
き
和
泉
書
院
影
印
叢
刊

と
し
て(2)(3)
の
て
に
を
は
研
究
舎
を
刊
行 、
〈
て
に
を
は
研
究
小
史〉
を

添
え
る
の
も
学
界
を
稗
益
す
る
と乙
ろ 。
(2)
彰
考
館
文
庫
蔵『
手
耳
葉口
伝』

(昭
日・
2)
(3)
萩
原
広
道
『
て
に
を
は
係
辞
弁』
(昭
日・
3) 。

ω
今
期

も
佐
藤
宣
男の
て
に
を
は
研
究
書の
翻
刻
と
研
究
は
(1)
も
評
す
る
知
く

有

益
で
あ
っ
た。
(
4)
「
翻
刻
可
秘
集
ll
姉
小
路
式の一
異
本
と
し
て
||」
(『
藤
女
子

大
紀
要』
灯 、
昭日・
1)
は巻
末
に
『
天
仁
遠
波
十三
ケ
条
口
伝』
と
の
主

要
校
異
を
添
え 、
(5)「
可
秘
策につ
い
て」
(『問 、
国
文
学
雑
誌』
路 、
昭

日・
8)
は
そ
の
研
究で
『
天
仁
於
葉
之
事』
『
春
樹
顕
秘
抄』
に
通
ずる
函

が
認
め
ら
れ
る
と
す
る 。
(6)「『和
歌
手
商
於
葉
見
聞
私録』
と
テニ
ヲハ」

(『
向 、
紀
要』
郎 、
昭日・
1)
は
安
永
八
年
越
後の
僧
自
謙の
著の
条
毎に

『
春
樹
顕
秘
増
抄』
『
手
商
波
大
概
抄
之
抄』
『一
歩』
等
の
説
と
対
比
し
て
そ

の
特
色と
価
値
を
明
ら
か
に
し

た
も
の
で 、
九
六
頁に
も
及
ぶ
力作 。
テニ
ヲ

ハ・
事
項
猿
引
(プ
リン
ト

版)
も
便
利 。
中で
〈
肝
心
の
哉〉
を
八
感
心
の

哉〉
と
す
る
が 、
古
来
八
中の
哉 、
第三
の
哉〉
と
して

第三
句の
〈
哉〉

は一
首の
肝
心
と
し
て
重
視さ
れ
て
い
る
故
の
名
称 。
八乙
と
わ
る
〉
も 、

八
景・
情
〉
〈
自・
他〉
等
と
共に
古
来の
重
要な
用語
で 、
〈
残
す乙
と
な

く 、
すべ
て
を
はっ
き
りと
言い
つ
く
す〉
と
解
す
る
よ
り
は
〈
物
事の
す
ぢ

の
さ
あ
ら
で
は
か
な
はぬ
と
とを
云
〉(成
立
『
起
悩
指
採』)
と
乙
そ
解
し
た

い 。
(7)「
翻
刻
歌
道
秘
蔵
録
〈
北
海
学
園
大
学
付
属
図
書
館
北
駕
文
庫
本〉

||亨携のてにをは研究資料として
||」(『岡 、

国
文
学
雑
誌』
幻 、
昭日・
3)
の
亨

排の
注
釈の
文
法学
史
上の
位
置
を(8)
「
北
海
学
園
大学
付
属
図
書
館
北
駕

文
庫
所
蔵の
『
歌
道
秘蔵
録』

ll亨鉾(遁危子)
のテニヲハ
研究資料として
ll」

(『仙胡
法措判
勢一
国
文
学
論
集』昭
日-m)
で
考
察 、
中に
成
章
や
宣
長の
説
も

見
え
る
と
す
る 。(9)
松
野
陽一『則一
崎町糊
習
古
座字
解
著
作
集』(
新
川県
社 、

昭
日・
7)
が
右
亨
緋の
注
釈
や
著
『
和
歌
霊
翫
抄』
な
ど
を
も
収め
て
い
る 0

2
漢
語
学
か
らの
照
射
汲
古
舎
院
「
漢
語
文
典
叢
書」
(昭日
I)

の
刊
行

に
よ
り
漢
語
学の
側
か
らの
江
戸
期
国語
研
究へ
の
照
射の
活
発
化
が
予
想
さ

れ
る 。
(日)
新
川
正
美
「
近
世
に
お
け
る
閑
語
文
典
と
漢
詩
文
典と
の
関
係

|l『てには
網引網』
の
場合
||」

(『
呑
川
大
国
文
研
究』
6
、

昭
日
・
9)
は

『
綱
引
綱』
の
言語
観
察の
中
心
八
軽
重
緩
急
〉
の
視
点が
当
時の
漢
語
文
典

か
ら
来た
ζ
と
を 、
(日)同
「『
挿
頭
題』
の
語
学
的
背
景につ
い
て

|l特に漢

詩
文
典
との
関
係
な
ど
||」
(『
呑
川
県
高
校
国
語
教
育
研
究
会
国
語』
白、
昭
日
・

日)
も
同じ
く
『か
ざ
し

抄』
の
「
挿
頭
題」
の
背
景に
漢
語
文
典の
あ
る
事

を
解
明
す
る 。
五
十
音
順に
語
を
配
列
する
の
は
漢
語
学で
は
普
通
で
あっ
た

事
も
了
解で
き
る 。
(ロ)
村
上
雅
孝
「
荻
生
狙
篠の
訓
読
観」
(『
共
立
女
子
大

文
芸
学
部
紀
要』
初 、
昭日・
2)
(日)
同
「
近
世
の
漢
文
訓
読に
お
け
る一

問
題

||荻生
装の制裁の世界
lL

(『
国
語
学』
問 、
昭百-
U)
が
新
分
野
開
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拓
と
し
て
注
目
さ
れ
る 。
(ロ)
は
〈
偲
言
を
用
い
る
「
訳」
が
よ
り
「
人
情」

に
近
い
〉
と
し
た
事
など
を
説
明 、
(日)
は
狙
篠の
訓
読
の
背
景・
展
開 、
近

世
漢
文
訓
読
史へ
の
か
か
わ
り
方
を
論
究 。
(MH)
杉
本っ
と
む
「
狙
篠
と
そ
の

言
語
研
究」
(『
杉
本
つ
と
む
日
本
語
講
座』
7、
桜
楓
社、
昭
日
・
6)
は
復

徳
学
と
関
学の
関
係
を
品
詞
名 、
字
品
字
勢・
精
粗・
真
仮・
軽
重
な
どの
点

に
つ
い
て
研
究 。
優
言
訳
も
八
長
崎
通
詞
ら
の
翻
訳の
態
度V
に
由
来
す
る
と

いっ
た 、
私
な
ど
の
視
野
が
ぐ
ん
と
広
げ
ら
れ
る
指
摘が
諸
所
に
見
ら
れ
る 。

(日)
中
村
幸
彦
「
操
飢
字
訣の
成
立」
(『ピ
プ
リア』

旬 、
昭
日・
印)
は 、

伊
藤
東
所の口問
詞
に
つ
い
て
〈
語
辞H
存
在
詞 、
副
詞 、
助
動
詞 、
感
動
詞 、

接
続
詞 、
代
名
詞 。
虚{子H
他
動
詞 。
実
字H
名
詞 。
雑
字H
自
動
詞 、
形
容

詞、
形
容
動
詞。
(
た
だ
し
虚
字
と
雑
字
と
の
別
は
甚
だ
不
明
瞭
と
す
る)
〉
と

一示
す
な
ど
種々
教
え
ら
れ
る
とこ
ろ
が
多い 。

E

富
士
谷
成
章
の
自
筆
稿
本
の
発
見
と
学
説
研
究

ω
私
事
に
な
るの
で
恐
縮だ
が
学
界
に
とっ
て
は
大
き
な
収
穫
と
信
ず
る
の

で
あ
え
て
書
か
せ
て
い
た
だ
く 。(お)

竹
岡
正
夫「
純土谷成部白
書d…
『
脚
結
変

例』
の
研
究
|『あ
ゆひ
営
悪
と
刊
本との
問
|」
(『蹄
胡
時位
国
語
学
論
集』

八
以
下
略
称
「
馬
淵
記
念」
〉
大
修
館 、
昭
日
・7)

(げ)
同
「
宮土
谷
成
章

の
「
捨つ
る
例」
t|『胸結変例』

の「
失」
例
||」

(『
国
文
研
究』
6、
昭日・

9)
は
共に
従
来
御
杖
著
と
し
て
顧
み
ら
れ
な
かっ
た『
脚
結
変
例』
と
題
す
る

-mゆひ

舎につ
い
て 、
(路)
で
は
そ
れ
が
脚
結の
変
例(
時
代
的
変
遷
し
た
用
法
の
例)

を
蒐
集
分
類
し
た
成
章の
自
筆
本
で 、
『
あ
ゆ
ひ
抄』
の
稿
本
と
刊
本と
の
聞

に
位
置
す
る 、
「
本
抄」
の一
つ
で
ある
事 、
成
章の
小
説
『
白
菊
奇
談』
と
同

じ
用
紙
で
あ
る
事
な
ど
を 、
(げ)
で
は
疑
問
例
で
あ
る
〈
捨つ
る
例V 、
『
脚

結
変
例』
で
は
八
失V
と
す
る
用
例
に
つ
い
て
『
詞
の
玉
緒』
の
所
説
等
と
対

照
しつ
つ
考
察 。
と
の
新
資
料の
出
現
に
よ
り
成
章の
文
法
学の
成
長ひ
い
て

は
日
本
文
法
学の
成
立
過
程
が一
段
と
き
め
細
か
く
分
析で
きよ
う 。
(お)
同

「
舗士谷
間章自制
『
諜

詠
藻』
な
ど
に
つ
い
て

|成章の神代文字
|」

(『
国
語

学』
問 、
昭
日・
6)
で
は
『
胸
結
変
例』
所
載の
門
弟
入
門
状
況か
らζ
の

書の
成
立
年
次
を 、
『
笑巳
甲
午乙
未
詠
藻』
の
薬
湯の
記
録
か
ら
成
章の
病

気
を 、
『
北
辺
迭
潰
式』
か
ら
成
章の
〈
創
器〉
を
確
認 、
『
聖
廟一
千
首第五』

庚寅

(
御
杖
祭)
か
ら
交
友
関
係
と
乙
の
書の
成
立
年
次
を
推
定 、
『辛卯
詠
渓』
で

壬長

は
成
章
作の
神
代
文
字
を
調べ 、
オ
ヲ
仮
名
遣
に
敏
感
な
成
章
の
実
態
か
ら
そ

の
時
期
を
考
え
る
(
宣
長
の
オ
ヲ
所
属
訂
正
時
期
は、
筑
摩
版
宣
長
全
集
巻
五

解
題
に
拠
る
よ
り
も
尾
崎
知
光
「『
三
集
類
韻』
の
検
討」
『
国
語
と
国
文
学』
昭

臼
・

ロ
の
安
永
二
年
頃
説
に
拠
る
べ
き
で
あ
っ
た)。
ω『
あ
ゆ
ひ
抄』
の
学説

あゆひ

研
究で
は 、
(印)
水
上
澄
子
「
宮
士
谷
成
章の
「
脚
結」
の
分
類
意
識

11脚結

五分類の意味
|l」

(『
金
沢
大
国
語
国
文』
7、
昭
日・
3)
が 、
脚
結の
分
類

の
〈
家
〉
を
〈
下ノ
結ニ
拘ル・
下ノ
結ニ
拘
ラヌ
〉(宮
樫
広
蔭
説)
に
二
分

で
き
る
と
し 、
八
身〉
八
倫〉
八
属
〉
を
渡
辺
実
説の
〈
陳
述
度〉
か
ら
見
直

す 。
成
章
自
身
も
稿
本に
〈
以
下
其ウ
ク
ル
位ヲ
以
次
第スヘ
シ
〉
と
注する

ゆ
え 、
成
章の
八
意
識〉
の
側
か
ら
の
裏づ
け
も
望
み
たい 。
(却)
藁
谷
隆
純

「『
あ
ゆ
ひ
抄』
片々
」(『解
釈』
昭日・
9)
は 、
例
え
ば
〈
係
結〉
と
いっ
て

も
〈
恨
み
て
の
みぞ
過
ぎ
し
か
ど
〉
の
打
合を
八
ぞュ
ど
留
〉(脚
結
変
例)
の

よ
うに
も
考
え
てい
た
の
で
あっ
て 、
伝
統
に
則つ
て
の
観
察が
欲
し
い 。

(幻)
内
田
賢
徳
「
副
詞
「
あ
は
れ」
につ
い
て

|『かざし抄』
ノオト
|l」(『

帝

塚
山
学
院
大日
本
文
学
研
究』
ロ 、
昭日・
2)
は
〈
あ
は
れ
そ
の
鳥 。
V
を

根
底の
認
識
法
か
ら
し
て
異
な
る
〈
そ
の
鳥
あ
は
れ
な
り 。
V
と
〈
等
価〉
と

見
た
の
で
は
表
現
も
脱
落
し 、
かつ
古
今
集の
歌
に
形
容
動
認の
八
あ
は
れ
な

り
V
は
ま
だ
使
用さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
も
忘
れ
た
論
と
な

る 。
『
挿
頭
抄師
説』
な
る
害
も
不
審 。
(包)
新川
正
美
「
富
士
谷
成
章の
動
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詞
観
に
つ
い
て

||
カ
イ
ザ
I・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
氏
の
論
考
私
見

ll」
(『
国
語』
お、

昭

日・
日)
は
既
に
佐
田
智
明
が
八
総
じ
て
竹
岡
説
の
枠
か
ら
多
く
出
て
い
な

い
〉
(『
国
語
学』
m
展
望)
と
評
し
た
カ
イ
ザ
l
の
論
の
詳
細
な
批
正。
(幻)

三
宅
清
『

繍

富
士
谷
御
杖
全
集』
は
第二、
七
巻
に
続い
て、
新
資
料
を
加
え

て
第
五
巻
刊
行
(
思
文
閣 、
沼田・
2) 。
遅
刊
が
気
に
な
る 。

E

本
居
学
派
の
学
説
と
資
料
の
研
究

-
宣
長の
学
説
と
著
作の
研
究
ω(但)
湯
浅
茂
雄「
本
居
宣
長
の
活
用
論」

(『
上
智
大
国
文
学
詩
集』
臼、
昭
日
・
2)
は
『
紐
鏡』
『
玉
緒』『
古
事
記
伝』
等

に
集
積
さ
れ
た
活
用の
認
識
が『
活
用
言の
冊
子』で
体
系
化
さ
れ
る
過
程
を
追

究 。
宣
長の
ナ
変・
下一
段
及
び
〈
寝
す〉
の
〈
な
〉
の
扱い
な
ど
成
章
と
同

じで 、
今
後の
課
題 。
(
お)
高
瀬
正一
「
本
居
宣
長
に
お
け
る「つ
つ」
の
理
解

を
め
ぐっ
て
ll『

詞
の玉緒』
と『古今
集
遠
鏡』
|l」
(『
愛
知
教
育
大
国
語
国
文
学

報』
幻 、
昭日・
3)

(お)
同
追
考
(
同錦 、
昭
日・
3)
例
え
ば
〈
逆
接
V

の
〈
意
味〉
は
前
件
と
後
件と
の
関
係
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
事
を
考え
る
と 、

〈
つ
つ
〉
や
八
な
が
ら
〉
が
〈
逆
接〉
の
〈
窓
味〉
を
表
す
と
は
必
ず
し
も
言

え
な
い
な
ど 、
(初)(幻)
と
同
様 、
て
に
を
は
研
究
史の
中で
そ
の
視
点
か
ら

の
凝
視
が
要
求
さ
れ
よ
う。
(
幻)
林
巨
樹・
田
代
美
樹・
渡
辺
千
賀
子・
飯
田

晴
巳
「
江
戸
中
期の
国
語
につ
い
て
11古今

集
遠
鏡
訳文
の助動
詞研究
||」
(『
青

山
語
文』
目、
昭
日
・
3)
は
確
か
に
〈
意
欲
的
〉(『
文
学
語
学』
別
展
望、

中
山
絞
朗 、
昭
日・
8)
で
は
あ
る
が 、
例
え
ば
八
逢
は
ざ
ら
めや
は
V
の

〈
ざ
ら
〉
に
直
接
対
応
す
る
訳
語
を
〈
逢ハ
ズニ
居ヤ
ウ
カ
〉
の
八ズ
〉
と
考

え
た
り 、
八
け
り〉
を
相
変ら
ず
八
過
去〉
辞と
し
て
宣
長の
訳
語
を
検
討
す

る
な
ど 、
伝統
的
言
語
観
に
も
な
じ
め
ず 、
〈
け
り
〉
につ
い
て
は
拙
論
も

あ
る
が、
ま
ず
塚
原
鉄
雄
「
平
安
国
語
の
学
的
研
究
|方
法の
回
顧
と展望
||」

(『
国
語
学』
山、
八
五
頁)
の一
読
を
勧
め
た
い。
(お)
原
口
裕
「
本
居
宣
長

の
俗
言
解
集
成
稿」
ω
ゆ
(『
静
岡
女
子
大
国
文
研
究』
目、
日同、
昭
日・
3、

昭
日
・
3)
は
そ
の
完
成
が
待
た
れ、
(
却)
渡
辺
隆
美「
本
居
室
長『
済
世
銀』

に
お
け
る
擬
態
語
に
つ
い
て」
(『
大
妥
国
文』
口、
昭日・
3)
の
着
服
は
斬

新
だ
が
視
野
が
狭い。
な
お
国
語
学と
は
い
え
ぬ
が(
ω)
宗
教
心
理
学
者
松
本

滋
『
本
居
宣
長
の
思
想
と
心
理』
(
東
京
大
学
出
版
会、
昭
日
・
7)
(但)
山

下
久
夫「
宣
長
「
雅
俗」
論の
構
造」
(『
立
命
館
文
学』
9、
印、
昭
日・
9、
叩)

も
有
益。
ω(担)
魁
城
俊
太
郎

『三
集
類
部影
印と研究』
(勉
誠
社、
昭
日
・

3)
は
今
期
の
収
穫。
〈
抗日
目、
解
説
文
翻
字、
研
究、
付
録
(
影
印
『ひ
も

鏡』『増
補
て
に
を
は
紐
か
が
み』)
〉
も
添
え
る 。
〈
研
究
V
と
同
内
容の
氏の

論
文
「『ひ
も
鏡』
と
『三
集
類
韻』
の
関
係
につ
い
て」
(『
国
語
と
国
文
学』

昭回・
1)
に
対
す
る
尼
崎
知
光の
批正(「『三
集
類
韻』の
検
討

||『ひも鋭』

と
の
関係をめぐって
ll」

問、
昭
臼
・

ロ)
が
ある
が 、
そ
れへ
の
氏の
対
応

の
見
ら
れ
な
い
の
は
学
問
的に
物
足
りな
い 。
近
年
国
語
学
史
界
を
リー
ド

す

る
尾
崎
知
光の(お)
「『活
用
言の
冊
子』
か
ら
『
御
国
詞
活
用
抄』
へ

lf川

村本御国罰活用抄と御国辞活用鋭
||」
(『
愛
知
県
立
大
文
学
部
論
集』
ω、
昭

日
・
3)
は
第
二
回
の
『
冊
子』
に
基
づ
い
て
『
鏡』
が
作
ら
れ、
道
麿
の
独
自

性
を
顕
著に
出し
た
も
の
で
あ
る
な
ど
精
昨慨に
論
じ 、
氏の
独
檀
場 。
(鈍)
白

石
良
夫「
鈴
屋
入
円
以
前
の
長
瀬
真
幸
||

基一丁
室長第一
回問答をめぐっ
て
ll」

(『
江
戸
時
代
文
学
誌』
2 、
昭
日・
日)
は
長
崎
県
図
書
館
諏
訪
文
庫
蔵
『
本

居
間
答』
の
第一
固に
よ
り
鈴
屋
入
円
以
前の
真
幸の
思
想
を
採
究 。
氏に
は

新
資
料
二
点
を
含
む(
お)
「
籾
刻・
宣
長
判
究
政
元
年
歌
合」
(
同
1、
昭
出­

U)
も
あ
る 。
(お)
岡
本
準
水
「『
古
事
記
雑
考』一「訓
例上」
と
浄
書
本
『
古

ヨミザマ

事
記
伝』
一
之
巻
「
訓ノ
事」
及
び
刊
本
『
古
事
記
伝』
一
之
巻「
訓
法の
事」

Zヨミザマ

と
の
比
較
的
考
察
肘
|
附・「
訓
例
上」
(
影
印)
と
「
釧/
事」
(
翻
刻)
及
び
「
釧
法の
事」

(翻刻)
との
対照文例
||」
(『
鶴
見
大
紀
要』
打、
昭
日
・
3)
は
精
密。
(
釘)
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国 語 学史 ・ 国語 研究資料
尾
崎
知
光「『
鈴
屋
集』
の
初
刊
本に
つ
い
て」
(『
愛
知
県
立
大
説
林』
泊、
昭

日
・2)

は
新
入
手の
『
鈴
屋
集』
初
刊
本と
そ
の
奥
付 、
最
近
発
見の
鈴
木

若
狭
宛
宣
長
書
簡そ
の
他か
ら
『
鈴
屋
集』
の
〈
板
木
出
来〉
の
時
期
を
確
め

た。

官官長の
懐
紙
や
添
削
入
り
歌
文、
書
簡の
新
資
料五
点
を
紹
介し
た(お)

祭
瀬一
雄
「
宣
長
及
びそ
の
周
辺の
資
料」
(『
早
稲
田
大
国
文
学
研
究』
叩、

昭
日・
3)
も
貴
重 。
(ぬ)
岡
本
勝
「
本
居家と
出
版
書
緯

|本居宣長記念館

歳出版資
料
を中心に
ll」
(『文
学』
昭日
・ロ)
も
裏
面
史が
興
味
深い。

2
春
庭
『
詞の
通
路』
研
究
春
庭
研
究はと
れに
集
中し
た
感
が
あ
る。

(ω)
と
の
道の
第一
人
者の一
人
島
田
昌
彦
「本
居
春
庭
『
詞の
道
路』
の

「
詞の
延
約の
事」
につ
い
て」
(馬
淵
記
念)
は
八
延
約〉
説
を
春
庭の
分

類
整
理
を
ふ
ま
え
て
精
力
的に
論
究し
た
もの。
ハ
行
延
言の
〈
現
存
性V、

ラ
行
延
言の
八
完
了〉
説、
〈
ク
語
法〉
の
〈
格
調V
説な
ど
い
さ
さ
か
島
田

色
を
出
し
す
ぎ
た
感
が
あ
る。
〈
す・
さ
す〉
は
八
発
動
性
間
接
作
用〉
説

(山田
孝
雄)
を
見
直
し
たい
(拙
著
『宮土
谷
成
章全
集・
上』
九
七
八
頁
参

看)0
(HU)
犬
飼
隆
「『通
路』
下巻
と
『
玉
緒』」
(馬
淵
記
念)
と(必)
碁
石

雅
利
「「
詞て
に
を
はの
か』
る
所の
事」
小
考」
(『野
州
国
文
学』
幻、
昭

日・
3)
と
は
同
じ
問
題
を
同
様の
方
法で
考
察し
た
もの。
〈
何
|ぞ
〉
は

成
章な
ど
に
も
説が
あ
り、
宣
長か
らの
影
響
を
確
言
す
る
た
め
に
は、
そ
の

説
が
宣
長
以
外に
は
見
ら
れぬ
とい
う
事
を
慎
重に
固め
る
手続き
も
必
要。

3
鈴
木
股の
学
説
研
究
(必)
水野
清
「
鈴
木
朗の
国語
研
究」
白
伺(『教

育
国
語』
印、
位、
昭
日
・3、
9)
は、
最
近の
学
聞が
〈
徒
らに
些
末
な

と
と
に
深
入
り
す
る
〉
(『
国
語
学』
問 、
山
田
俊
雄 、一
O
頁)
傾
向の
中に

あっ
て
まと
と
に
豪
宕で
意
欲
的、
種々
教え
ら
れ
る。
し
か
し
例え
ば
八官一

長の
研
究は
成
章
を
刺
戟し、
成
章の
分
析は
宣
長に
さ
ま
ざ
まの
問
題
を
提

起し
た。
『
絞
鏡』
の
補
正
は
と
り
あえ
ず
『
活
用
抄』
に
よっ
て
成
さ
れ、

そ
の
『
活
用
抄』
を一
一周
整え
正
すた
め
に、
鈴
木
朗は、
今一
度
『あ
ゆひ

抄』
を
活
用し
た
V
白の
如
き、
私な
ど一
生の
課
題で、
と
の
よ
うな
演
緯
法

で
な
く一
々
証
跡を
積ん
で
帰
納
的
に
説
得し
て
い
ただ
け
れば
と
痛感さ
れ

fま

る
所
が
少な
く
ない。
〈
返
し
状〉
に
し
て
も
成
章の
〈
在
状・
返
し
状はた

と
しへ
な
く
か
は
れ
る乙
と
多
き
故に
〉
を
直
ちに
〈
返し
状は
あ
りさ
ま
に

似て
い
る
と
言う〉
と
解し、
〈
すゑ
て
は
「
何ず」
とい
ひ
〉
と
あ
るの
に

〈
ず〉
を
八
木〉
と
決め
て
論を
進め、
拙
考
を
誤
と
さ
れ
る
な
ど、
A
説
を

否
定
す
る
に
は
単にB
説
を
対立
させ
るだ
けで
な
く、
A
説
が
元
来
成立
し

得
ない
乙
と
を
実
証
す
る
手続
き
も必
要
と
思
うが、
い
か
が。
(似)『
文
莫』

5
(昭日・
4)
は、
鈴
木
版
旧
蔵の
『
活
語
活
用
格』
を二
色
刷で
復
刻、

尾
崎
知
光の
〈
鈴
木
股
が
寛政
十二
年に
書
写
せ
し
め
た
『
活
用
抄』
か
ら

『
活
語
活
用
格』
へ
と
発
展
す
る
過
程〉
を
跡づ
け
た(必)
「『
活
語
活
用
格』

の
成立」
と
相
俊っ
て
学
界に
寄
与
す
る一
冊。
(必)
甲
斐
陸
朗
「『源
氏
物

語
玉の
小
櫛
補
遺』
に
見
ら
れ
る
鈴
木
股の
言
語
研
究の
立
場・
方
法につ
い

て」
(『
国
語
国
文
学
報』
灯 、
昭
日・
3)
は
『
補
遺』
の
延べ
四八
五
例の

注
釈につ
い
て
調
査、
そ
の
約
八
割が
同
時
期
刊
行の
『
雅
語
訳
解』
の
見
出

し
語
と
共通、
テ
キス
ト
は官一
長と
同じ
く
『
湖
月
抄』
で
ある
とい
う。

4

本
居
門
下の
学
説・
著
作
研
究
(
幻)
福
島
邦
道
「『
古
言
本
音
考』
追

跡」
(『
実
践
国
文
学』
目、
昭
日
・
3)
文
政
十一
年の
石
金
音
主の
著が
既

に
連
濁や
掛
詞を
清
音で
表
記し
た
例を
多数
集め
て
い
た
事な
どの
追
跡、

(品目)
岡
田
正
世
「い
わゆ
る
『
初
稿
本
山
口
菜』
につ
い
て」
(『福
井
大
国
語

国
文
学』
辺 、
昭日・6)
伊
勢の
学者
間
に
『
山
口
菜』
が
普
及
し
て
いっ
た

状
況
等につ
い
て、
以
上い
ず
れ
も一
歩
前
進の
論
考。
継
続
中の(ω)渡
辺
英

二
「
詞
っ
か
ひ
(
詞
の
小
車)
翻
刻
と
注
記
li
第
十
六
巻の
下
t
第
骨
〔三〕
四
巻
ll」

(『
富
山
大
紀
要』
m品、
昭出・3)
は
既
刊の
後
藤一
日の
翻
刻(昭日・ロ)
を
訂
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すずの
たまぐし

正
す
る
所
が
あ
る 。(印)
尾
崎
知
光「『
篤
能
玉
簸』の
版
本と
自
筆
本」(『
説
林』

盟 、
昭
日・
1)
ば
六
人
部
是
香の
刊
本
序
文の
安政
二
年
と
自
筆
稿
本の
万

延
元
年
と
の
組
踊
を
究
明 。
(日)
福
田
真
久
の
引
続
き
「ひ
も
鏡
中の
心
(
翻

刻)」(『
国
士
館
大
教
養
論
集』口 、
昭日・9)
の
提
供
も
好
資
料と
い
え
よ
う o

w

そ
の
他
の
近
世
国
語
学
史
研
究

契
沖に
は(臼)
井
野口
孝
「
契
沖の
漢
学の一
面

|l「韻会」
の利用をめぐっ

て
||」

(『愛
知
大
文
学
論
議』
師 、
昭
日
・7)

が
あ
り 、
多
数の
漢
籍の

『
万
葉
代
匠
記』
へ
の
引
き
方
を
中
心
に
調べ
る 。
(臼)
三
宅
清
「『
詞
草
正
採

紗』
に
つ
い
て
・

再
論」
(『
文
学』
昭
日
・7)
は
岩
波
版『
契
沖
全
集』
巻
十

解
説の
誤
を
訂
正 。
(臼)
田
中
文
雅
「
賀
茂
真
淵の
万
葉
研
究

1l『万葉考』へ

の軌跡
||」

(『
東
海
学
園
国
語
国
文』
初 、
昭
回-
m)
(白山)
熊
谷
武
至「『
賀

茂
翁
家
集』
木
活
本」
(同)
(日)
国
崎
望
久
太
郎
「
真
淵の
古
典
文
学論」

(『
園
田
学
園
女
子
大
論
文
集』
目 、
昭
田-
U)
はい
ず
れ
も
文
学
論な
が
ら

真
淵
研
究に
は
参
考に
な
る 。
(町)
阿
部
八
郎
「
安原
貞
申告一
『
か
た乙
と』
の

用
語
・

符
号」
(『近
代
語
研
究』
6 、
昭
回
・5)

は
不
濁
点・熟
合
符・声
・

点・
〈
二
四
は
ち
詰
(字立国
語
尾t
を
日
本
語
化
す
る
場
合 、
チ
と
発
音
し

て
も
よ
く、
二
音
節・
四
音
節
に
よ
く
現
れ
る
と
す
る
白
木
進
『
か
た
と
と』

笠
間
選
書の
注
を
踏
段)
〉
につ
い
て
考
察 。
〈
二
四
は
ち
詰
〉につ
い
て
は

(日)
林
史
典
「
呉
音
系
字
音に
お
け
る
舌
内
入
声
音の
か
な
表
記
につ
い
て」

(『国
語
学』
問 、
昭日・
9)
が
三
十一
種の
音
義
類
を
駆
使
し
て 、
舌
内
入

声
音
は 、
先
行
母
音がi 、
e

等の
前
舌
母
音の
場
合
八
チ
〉 、
。 、
u
等の

後
舌
母
音の
場
合〈
ツ
〉
と
表
記
す
る
事
が
多い
乙
と
を
実
証
し 、

掛
算の
九

九を
巧
み
に
詠
みこ
ん
だ
と
の
文
句
は
八
相
通
説の
こ
す
な
わ
ち
イ
段の
音
節

と 、
四
す
な
わ
ちエ
段の
音
節
につ
づ
く
ば
あい
に
は
「
ち」
をつ
け
て
|

短

促
的
に
|

発
音
すべ
きと
と
を
指
示し
た
も
の
V
と
正
す 。
『
か
た乙
と』
に

執
念を
燃
や
す
白
木
進に
は
今
期
も(臼)
「
岩
瀬
文
庫
写
本
世
話
類
来 、
天
理

本の
写
本
か
た
事
な
を
し
lt「かた乙と」

の系譜ω
10」

(『
梅
光
女
学
院大
日

本
文
学
研
究』
問 、
昭
日
・日)

の
着
実
な
報
告
が
あ
る 。
(印)
林
義
雄

「『
古
言
梯』
仮
名
遣
の
実
践
作
品
と
し
て
の
『
久
遜
万
警
につ
い
て

|解説

か
どりの忽ぴ乙

と翻刻
11」

(『専
修
国
文』
路 、
昭
日・
3)
は
律
取
魚
彦(訓
は
氏の
考
証)

みづ
き

の
妻
稚
木の
紀
行
文に
約
半
年
前
開板
の
『
古
言
梯』
の
仮
名遣
が
実
践さ
れ

て
い
る
旨
の
報
告 。
(臼)
三
沢
成
博
「
古
言
梯の
版
種
続
沼」
(『日
本
大
語

文』
日 、
昭
日
・5)
は
原
刻
本
・

培
補
標
註
本
の
精
査 。
『
古
今
集
和
歌
助

辞
分
類』
は(位)
勉
誠
社
文
庫の
影
印で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り 、
根
上
剛
士

の
最
高の
解
説
を
得
た
(昭日
・9) 。

(臼)
同
「『
古
今
集
和
歌
助
辞
分
類』

と
『
百
人一
首
も
と
の
乙ζ
ろ』」
(馬
淵
記
念)
は
包
括
的
説
明で
ある
前
者

の
著と
具
体
的
説
明で
あ
る
後
者と
の
比
較 。
(倒)
清
水
勝
「
小沢
芦
庵
著

『
か
なつ
か
ひ』
と
葎
沌
斎
松
月
著
『
鯨
字
便
覧』
につ
い
て」
(『文
学
史
研

究』
辺 、
昭日
・日)

は
芦
庵
(
涼
沌
斎
松
月
は
俳
号)
の
両
著の
調
査 。
当

時の
こ
う
し
た
文
人
達の
生
活
や
研
究の
さ
ま
が
興
味
深い 。
(伍)
佐
田
智
明

「
辞
格
考
抄
本の
学
説につ
い
て」
(『熊
本
大
間規研
究
と
教
育』
9 、
昭
日・

1)
は
物
集一口向
世の
抄
本
と
そ
の
学
説
の
価
値につ
い
て
の
例の
如
く

堅
実
な

論
考 。
(侃)
柏谷
宏
紀
「石
川
雅
望
年
譜
稿
ω

||文政元年より同九年まで
|」

(『
高
知
大
学
術
研
究
報
告』
泊 、
問団・
4
+
昭
日
・3

合
併)
種々
の
有
益

な
資
料
も
掲
載 。
(肝)
『献剛一
橘
守
部
著
作
集』
(汲
古
書
院 、
昭
一凶-
m
t

昭

日・
4)
の
所
収
本につ
い
て
の
四
五
五
頁に
も
及
ぶ
平
沢五
郎の
解
題
研
究

(回)
「
橘
守
部
撰
述
現
存
諸稿
本
と
そ
の
成
立
に
就い
て
付」
(『斯道
文
庫
論

集』
灯 、
昭
日・
2)
は
今
後の
基
礎
文
献 。
(印)
白
石
良
夫
「
中
島
広
足
と

本
居
内
遠

|『歴木紳』
の成立をめぐって
ll」(『北

九
州
大
文
学
部
紀
要』
幻 、

昭
明・
7)
は
諏
訪
文
庫
蔵
の
広
足
自
筆
稿
本・
内
遠
書
入
『霊
木
鉾』
の
調
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査、
(
叩)
同
「
中
島
広
足
『
倭
歌
諸
説』
翻
刻」
(『
文
献
探
究』
9、
昭
回
­

mM)
も
同
文
庫
蔵
本
の
翻
刻。

V

近
代
国
語
学
史
研
究
の
充
実
・

進
展

近
年、
幕
末
の
関
学
関
係
を
も
含
め
て
乙
の
方
面
の
研
究
と
資
料
紹
介
類
が

盛
ん
で、
目
下
の
と
乙
ろ
語
実
と
文
法
学
説
が
中
心
で
あ
る
が
今
後
は
各
分
野

に
も
及
ぶ
も
の
と
予
測
さ
れ
る。
例
え
ば
『
新・
日
本
語
講
座
9
||
現
代日
本

籍の
建設に
苦
労した
人々

|l』
(
汐
文
社、
昭
印
・
4)
で
は、
土
岐
普
時間、
ヘ
ボ

ン、
チ
ェ
ン
パ
レ
ン、
上
回
万
年、
漢
字
廃
止
論
者、
言
文一
致
の
作
家、
森

有
礼
関
係、
山
田
孝
雄、
保
科
孝
て
佐
久
間
間冊、
カ
ナ
モ
ジ
実
行
の
伊
藤
忠

兵
衛、
山
本
有
三
が
取
上
げ
ら
れ
て
い
る。
さ
て
今
期
も
杉
本
っ
と
む
の
活
躍

が
目
覚
ま
し
い。
(
冗)
「
現
代
国
語
学
の
成
立
と
そ
の
史
的
背
景」
(『
杉
本
っ

と
む
日
本
語
講
座』
7)
は
国
語
学
の
成
立
に
江
戸
期
の
国
学・
西
欧
言
語

学・
蘭
語
学
の
三
学
流
を
考
え、
そ
の
成
立
時
期
を
上
回
万
年
に
焦
点
を
当
て

る。
(
花)
同
「
日
蘭
比
較
語
法
研
究
の
出
発
点」
(
同)
は
和
漢
洋
兼
備
の
中

野
柳
圃
の
学
説
の
考
究。
関
学
者
の
語
学
関
係
書
中
に
富
士
谷
学
派
の
〈
ナ・

ヨ
ソ
イ・
ア
ユ
イ・
カ
ザ
シ
〉
の
術
語
の
見
え
る
点
も
注
意
し
た
い。
(
吋)
同

「『
雑
字
類
編』
小
考
ーー
その
成立
と
影

響11」
(
悶)
は
明
和
元
年
(
?)
序
の

唐
話
語
梨
と
日
本
語
と
を
対
応
さ
せ
た
柴
野
栗
山
幼
時
の
草
稿
を
弟
小
輔
ら
が

重
修
上
梓
し
た
字
書
の
研
究
で
〈
日
本
語
と
し
て
定
着
し
た
漢
語
ー
さ
ら
に
厳

密
に
い
え
ば
字
音
語
ー
も、
数
多
く
み
ら
れ
る
〉
と
い
う。
(
叫)
同
「
松
園
梅

彦
『
五
国
語
築』
の
小
察
|
蘭・
芙・
仏・
魯・
回
答の
対
堅問
委
l|」
(
同)
下
巻

は
香
川
大
学
神
原
文
庫
蔵
の
稀
観
書。
〈
蘭
学
か
ら
英
語
へ
の
幕
末
に
お
け
る

日
本
人
の
外
国
語
学
習
や、
外
国
語
観
の
転
換
の
実
態
を
示
す
も
の
と
し
て
貴

重
〉。
(
お)
同
「
現
代
文
法
用
語
の
翻
訳
と
成
立
|
中野
柳園の
言語
研究
を中心

に
||」
(『
文
学』
昭
日
・
8)
は
現
代
の
日
本
文
法
の
内
容
は
漢
学
の
影
響

を
受
け
た
国
学
の
伝
統
に
負
う
が
〈
そ
う
し
た
内
容
を
も
る
乙
と
ば
の
器
は
国

学
系
で
は
な
く、
関
学
系
|
横
文
字
学
習
か
ら
出
て
い
る
〉
事
を
採
り、
〈
幕

末
の
和
蘭
文
典
に
み
え
る
文
法
用
語(
訳
語
こ
覧
〉
も
添
え
る。
な
お
(
祁)

同
『
江
戸
時
代
翻
訳
日
本
語
辞
典』
(
早
大
出
版
部、
昭
回)
(
竹)
蘭
学
資
料

叢
書
『
訳
鍵
付
関
学
遥』
(
朝
倉
治
彦
解
説、
青
史
社、
昭
日
・
2)
(
mm)
『
復
刻

明
治
期
独
逸
語
辞
典』
(
鈴
木
重
貞
解
説、
三
修
社、
昭
回
-
m)
な
ど
は
今

後
の
活
用
が
待
た
れ
る。
(
叩)
塩
沢
和
子
は
「
現
代
口
語
文
法
の
成
立」
(『
認

座
日
本
語
学』
3、
明
治
容
院、
昭
回
・
日)
で
明
治
三
0
年
代
の
個
人
の
文

典二
十
種
と
国
語
調
査
委
員
会
『
口
語
法』・
同
別
記
(
大
正
5、
6)
を
資

料
と
し
て
標
準
語
確
立
の
過
程
を
た
ど
り、
(
剖)
「
和
英
語
林
集
成・
英
和
の

部
の
訳
語」
(『国
文
学
論
集』
U、
昭
日
・

1)
で
は
〈
版
を
重
ね
る
ど
と
に

訳
語
を
大
量
に
増
補
し、
し
か
も
そ
の
大
半
が
新
た
に
明
治
に
な
っ
て
作
ら
れ

た
訳
語
と
考
え
ら
れ
る
と
と
か
ら、
格
好
の
資
料
〉
と
す
る。
(
創)
湯
浅
茂
雄

「
問団
英
和
字
支
の
訳
語
l|
特に
増
補された
訳
語の
典拠
を
中心に
|」
(
同)

も
同

様
の
研
究
で、
共
に
綿
密。
(
位)
山
田
忠
雄
述
『
近
代
国
語
辞
書
の
歩
み
ー
そ

の
筏倣
と
創意
と
1|』
上・
下
(
三
省
堂、
昭
日
・
7)
が
八
辞
書
に
対
す
る
批

判
精
神
が
高
揚
し、
我
が
国
の
辞
書
界
が一
日
で
も
早
く
遅
れ
を
取
戻
す
事
有

ら
ば
V
の
願
い
の
も
と
に
漸
く
発
刊。
ま
さ
に
近
代
国
語
辞
書
史・
比
較
辞
書

学
の
金
字
塔
と
も
い
う
べ
き
壮
大
に
し
て
厳
正、
精
放
な
著
で
あ
る。
た
だ

〈
編
者
同
士
の
対
抗
意
識
の
強
さ
に
驚
か
さ
れ
る
〉
(
読
売
新
聞、
昭
日
・

8-
m)
と
い
っ
た
印
象
を一
般
に
与
え
る
ほ
ど
の、
例
え
ば
〈
腐
儒
〉
〈
芋
辞

書
〉
さ
て
は
八
殿
麟
も
老
い
て
は
鴛
馬
に
劣
る
〉
等
々
の
激
し
い
叙
述
は
御
本

人
の
た
め
に
も
惜
し
ま
れ
る。
新
視
点
か
ら
の
好
論(
回)
古
田
東
朔
「
コ
ソ
ア

ド
研
究
の
流
れ
ω」
(『東
京
大
人
文
科
学
紀
要』
n、
昭
日
・
3)
は
『
か
ざ

し
抄』
以
降
『
広
日
本
文
典』
ま
で
の
諸
文
典
を
調
べ
〈
コ
ソ
ア
ド
V
の
体
系
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づ
け
は
佐
久
間
鼎
以
前
に
ア
ス
ト
ン 、
チェ
ンパ
レ
ン
に
見
ら
れ
る
事を
明
ら

か
に
す
る 。
ア
ス
ト
ン
の
リス
ト

中に
『
か
ざ
し

抄』
が
あ
る
と
い
う
指
摘
も

有
難い 。
(制)
金
子
尚一
「
馬
場
辰
猪の

グ
日
本
語
文
法
ぺ|
装
|」

(『
共

立
女
子
短
大
紀
要』
加 、
昭
日・
2)
辰
猪
著の
原
文
(
前
半)
は
『
国
語
学

大
系』
語
法
総
記二
に
所
収 。
序
文
は
三
沢
光
博
「
馬
場
辰
猪の
『
日
本
文
典

初
歩』
につ
い
て」
(『日
大
語
文』
3)・
西
団
長
寿
(筑
摩
『
明
治
文
学
金

集』
ロ)
に
訳
が
あ
る 。
後
半
「
日
本
語
英語
対
照
練
習
問
題一
O
O
題」
は

更
に
金
子
が
同
紀
要部
(昭
町・
2)
に
注つ
き
で
訳
し
て
い
る
の
を
付
言し

て
お
く 。

(部)
矢
野
文
博
「『広日
本
文
典』
の
研
究
序
説
ω」
(『
東
海学
園

国
語
国
文』
却 、
昭
回-
m)
は
国
語
音
韻
変
遷
の
概
観 。
(部)
北
原
保
雄

「
松
下
大三
郎
の
先
見
性

||「言語の構成法を給ず」
を読む
l」

(
馬
淵
記
念)

は
明
治
四二
年
『
国
学
院
雑
誌』
連
載
論
文
に
チョ
ム
ス
キ
ー 、
ソ
シュ
i

ル 、

時
枝
誠
記
ら
に
先ん
ずる
説の
あ
る
事に
注
目
し 、

(釘)
長
谷
川
み
ほ
「
松
下

文
法に
お
け
る
原
辞の
成
立」
(『
国
文
学
論
集』
問 、
問団・
2)
は
独
自の

〈
原
辞
〉
の
成
立
状
況
を
文
法
理
論の
展
開に
沿っ
て
追
跡 。
(部)
松
下
大三

郎の
俗語
文
典
は
徳
田
政
信
解
説 、
八
理
論
構
造一
覧
表〉
付
き
の
『校訂日

本
俗
語
文
奥付遠江文典』
(
勉
誠
社 、
昭日・
日)
と
して 、
更に(剖)
『
広日

本
文
典・
同
別
記』
(福
島
邦
道
解
説 、
向 、
昭
日・
4)
も(叩)『
ロ
語
法・

同
別
記』
(
問 、
昭
日・
5)
も
合
本
覆
製で
刊
行
さ
れ
て
い
る 。
(引)
堀
田

要
治
「
橋
木
進
吉と
時
枝
誠
記
と
の
は
ざ
ま
に
て」
(『武
蔵
大
人
文
学
会
雑

誌』
ロ 、
昭
日-
U)
は
八
橋
本
式
連
文
節
論の
帰
結
と
時
枝
式
引出
し

型
と

の
は
ざ
まで
ま
ご
ま
ご
し
て
い
る
〉
随
想 、
(回)
根
来
司
「
時
枝
誠
記
博
士
と

国
語
学
史」
(馬
淵
記
念)
は
氏の
最
近
の
研
究テ
!?

で 、
乙
と
で
は
『

手

商
葉
大
概
抄』
の
〈
詞・
手
商
波V
につ
い
て
の
時
枝の
解
釈・
評
価の
進
展
状

況
を
追
う 。
(回)
森
野
宗
明・
小
松
英
雄・
北
原
保
雄
『
佐
伯
文
法

||形成過

程とその特質
ll』

(三
省
堂 、
昭日・
8)
は
〈
品
詞
論
重
視
か
ら
文
論
重
視

へ
〉
〈
文
索
か
ら
文
節へ 、
そ
し
て
詩
句へ
〉
〈
文の
成
分の
種
類の
変
遷
V

な
ど
を
た
ど
り 、
八
資
料〉
に
七
種の
文
法
教
科
書
を
覆
刻
(出
年
刊
の
著
ま

で一
六
O
頁
も
さい
て
〈
覆
刻
〉
の
要
あ
り
や) 、
〈
余
説
〉
に
佐
伯
先
生の

解
釈
文
法の
見
本を
収
め
る 。
不
肖
私
も
先
生の
文
索 、
↓
↑

表
示 、
接
続
語

以
前の
時
代の
教
え
子で 、
本
書の
克
明な
追
究に
は
感
服 。
塚
原
鉄
雄の
感

想
も
あ
る
(『
解
釈』
昭日・
4) 。
な
お
付
言 、
(但)
北
原
『日
本
語
文
法
論

術
語
索
引』
(
有
精
堂 、
昭貯・1)
は
〈
伝
統
的な
文
法
研
究を
ふ
ま
えつ
つ
研

究を
進
め
る
た
めに
欠
くと
との
出
来
な
い
参
考
資
料と
し
て
〉(『
国
文
学』

前
田
宮
藤
時
評 、
昭計・
4)

今
後
近
代
文
法
学
史
研
究に
好
箇の
手
引
書 。

12 

ニ
、

国
語
学
史
と
国
語
史
と
の
接
点
的
研
究

(町)
山
口
明
穂
「
江
戸
時
代に
於け
る
助
詞
「
を」
の
窓
識」
(『
国
語
と
国

文
学』
昭
日・
5)
は
特に
〈
常の
を
〉
(玉
緒)

〈
軽
き
を〉
(
あ
ゆ
ひ

抄)
の
当
時の
窓
識
を
成
立・
官一
長・
春
庭・
腺
の
著
等
を
資
料に
し
て
〈
宣

長
の
時
代の
人
達の 、
「を」
を
い
わ
ゆ
る
客語
を
表
示
し 、
「
他」
の
動
詞
と

の
関
連
を一示
す
語
で
あ
る
と
す
る
意
識
は 、
必
ず
し
も
古
典
語の
世
界
に
立
脚

し
た
も
の
で
は
な
く 、
そ
の
時
代の
人
達
に
とっ
て
ど
く
身
近
な
言
語の
習
慣

か
ら
生み
出
さ
れ
た
〉
と
解
明 。
同
様に(鉛)
原
口
裕
「
準
体
助
詞
「ノ」
の

定
着

14和歌の俗務釈の
場合
Ill」(『

国
語
学』
悶)
は
成
章・官一
長等
の
和
歌
俗

語
訳
を
資
料
と
して 、

例
えば
そ
の
訳に
諸
説
調
が
出る
よ
う
に
な
る
と
幕
末

に
も
連
体
形
準
体
法
専
用
が
現
れ
る
と
か 、
尾
崎
雅
嘉に
準
休
助詞
〈
ノ
〉

の
徹
底し
た
使
用が
見ら
れ
る
な
どの
研
究 。
更に
当
時一
般の
使
用
状
況
も

知
り
た
く
な
る 。
以
上 、
共
に
新
分
野開
拓
と
し
て
今後
が
期
待
さ
れ
る 。

(仰)
桜
井
靖
久
「
枕詞
「
た
ま
き
は
る」
の
語
義と
そ
の
受
容
史
|室長説の郭
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評
価
と
そ
の
発
展
ll」
(『
立
教
大
日
本
文
学』
必、
昭
防
・
2)
は
『
古
事
記
伝』

ア
，
タ
マ
や
フ

の
〈
阿
良
多
麻
来
経ル
〉
説の
一舟
評
価。
し
か
し
〈
タ7
H
ア
ラ
タマ
〉
〈
キ

ハ
ル
H
来
経ル
〉
の
実
証
が
別
個
に
必
要
で
あ
ろ
う。
な
お(mm)
田
中
久
美

「
枕詞
「た
ま
き
は
る」
孜」
(『解
釈』
昭
日・
3)
(卯)
田
中み
ど
り
「
霊

(た
ま
き
は
る)
魁」
(『仏
教
大
人
文
学
論
集』
目、
問団・
日)
も
ある
が

い
ず
れ
も
説
得
力
不
十
分。
〈
閑
語
史V
K
現
代
議を
も
含め
る
と、
(則)
三

タダ

宅
武
郎
「「
が」
の
係
助
詞
性
と
「
徒」
の
解
釈
に
つ
い
て」
(『
解
釈』
昭
日・

寸li
l
lili---
-一

ロ)
の
透
視は
鋭い。
八
徒
(
積
極
的
修

一《
文
語》
《
口
語》

一

一
ま:・:・
:
ま

一

辞
性
す
な
わ
ち
的
調
の
係
辞
が
な
い)
〉
に

一
ze

p-

-

タダ

一
も・
::
:
・
も

一

対し、
口
語に
も
〈
直〉
と
称
すべ
き
主
|

:
-・:・

直(ゼ
ロ辞
こ

述の
係
結の
は
た
ら
き
を
見
直し、
八
乙
れ

t
一:・
:
がlJ

一

ひ
か
刺-
V
といっ
た
用
法(昭
お
初
見と

の・
が・・
が2
→
が
一

する)
か
ら
〈
が〉
の
係
助詞を
認め、
上

ぞ・
な
ん・・
が3」

一

表の
如
く
文語の
八
徒〉
八の・
が〉
八
ぞ・

乙
そ:::

そ

一

ーI
lli--ぃ卜Ill--

なん
〉
に
相
当
する
、と
する。
ただ
八
鴛の

鳴
く。〉
〈
君
が
袖
振
る。
〉
〈
乙
れ
なん
都
鳥o
V
を
口
語
文
〈
党が
鳴い
て

い
るo
V
八
あの
方が
袖
を
振っ
て
い
らっ
し
ゃ
る。〉
〈と
れ
が
都
鳥で

す。
v
k
相
当
す
る
と
し
て
説
くの
だ
が、
そ
も
そ
も
右の
口
語
文が
文
語
文

の
表
現
す
る
と乙
ろに一
O
Oパ
ーセ
ン
ト
適
合し
て
い
る
か
に
は
な
お
批
判

の
あ
る
とζ
ろで
あ
ろ
う
と
忠
われ
る。

、

国
語
研
究
資
料
と
そ
の
扱
い
方

今
期
特に
顕
著な
現
象は
古
辞
書
類の
影
印・
復
刊
な
どの
多
い
事で、

(
肌)
「
古
辞
舎
音
義
集
成」
の
五
種
刊
行
に、
(
即)
『
鶴
鵡
抄』(
雄
松
堂、
昭

邸
・
1
、

宗
引、
昭
日・
5)
(
即)
『
宥
学
字
架』
(
飛
田
良
文
解
説、

名
著

普
及
会、
昭日・
8)
の
如
き
も
加え
る
と、
管
見に
入っ
た
刊
行だ
けで
も

二
O
穫にの
ぼ
る。
その
う
ち
(胤)
土
井
忠
生・
森
田
武・
長
南
実
『邦訳目

指川
辞
書』
(岩
波
書
活、
昭日・
5)
は
学界
待
望の
害。
(問)
「
高
山
寺
資

料
叢
書」
(高
山
寺
典
籍
文
舎
綜
合
調査
団、
東
京
大
学
出
版
会)
(肌)「
石
山

寺の
研
究」
(
石
山
寺
文
化
財
綜
合
的
査
団、
法
底
的)
(
即)
「
続
抄
物
資
料

集
成」
(
大
塚
光
目的、
消
文
堂)
(
胤)
「
抄
物
小
系」
(
高
羽
五
郎)
(
朋)「
古

点
本
資
料
叢
刊」
(
勉
誠
社)
(川)
「
駒
沢
大
学
国語
研
究
資
料」
(汲
古
書

院)
(
川)
「和一山
知和がれ
古
典
叢
書」
(
福
武
寄
居)
(
山)
「
京
都
大
学
国
語
国

文
資
料
議
書」
(
臨
川
書
底)
(
川)
「
勉
誠
社
文
庫」
(
出)
『
鎌
倉
時
代
語
研

究』
(
ω
ω、
武
蔵
野
舎院)
(出)
『
近
代語
研
究』
(
刷、
同)
(凶)
『
訓
点

語
と
訓
点
資
料』
(
側
同
帥)
その
他
続々
と
刊
行さ
れ
て
有
難い。
(山)
『土

井先生頒寿記念論文集
国
語
史へ
の
道』
(三
符
堂、
問団・
6)
下巻の
資
料編

も
充
実して
い
る。
今
期の
新
分
野の
資
料の
主
な
もの
は、
(凶)
杉
村
俊
男

「
上
代
史
跡よ
り
出せ
る
木
簡の
国語
研
究
資
料
と
し
て
の
調
査
報
告」
(『共

立
女
子
短
大
紀
要』
お

、

昭
日・
2)
(
川)
同
「上
代木
簡に
表
記さ
れ
た
国

語
語
染
の

検
討
」

(
岡
山品

、

問
団
・
2
0

付
言 、

同
お

、

昭
町
・

2
に
も)

(
問)
柳
悶
征
司
「
医
家
の
抄
物
(一
斑)」
(『
近
代
語
研
究』
6)
(
問)
同「
医

家
の
抄
物
」
(
『
国
語
史
へ
の
道
』

上)

(
問)
東
辻
保
和
「
平
安
時
代
複
合
動
詞

後
項
索
引
稿
(
下
ご
(
『
高
知
大
学
術
研
究
報
告
』

路
、

昭
日
・

1
)

(
出)

国
立

国
語
研
究
所『
日
本
言
語
地
図
語
形
索
引』(
昭
日
・
3)
(
山)
磯
員
英
夫一
編「
近

代
文
学
に
現
れ
た
全
国
方
言」
(『
額
手紙鮎
方一一一己
学
論
議
E
方二一吉田研究の
射程』

三
省
堂、
岡
田山・
6)
(
凶)
鎌
田
良
二
「
方
言
助
詞
築」(
終
助
詞
筋)
|l近段・

四悶
il」
(『
市
南
国
文』
幻

、

昭日・
3)
(
邸)
津
村
直
「「
草
子
地」
研
究

文
献目
録」
(『文
学
史
研
究』
初、
昭日・
8)
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う。

〈
本
文
影
印+
翻
刻・
訓
釈+
総
索引+
研
究〉
な
ど
とパ
ッ
ク
に
なっ
た
重

13 



(町)
深
井一
郎
『
措
辞
す
石
集
総
索
引影印m-
索引綜』

社 、
昭
日・
3)

(m)
築
島
裕・
小
林
芳
規
『
一紅
建一
三
教指
帰
注総索引及び

研究』
(
武
蔵
野
舎
段 、
昭
日・
8)
(即)
東
辻
保
和
『
打
開
集の
研
究
と
総
索

引』
(活
文
堂 、
昭日・
1)

(印)
林
重
雄
『
ば
ち
う
ず
もの
授
け
や
う
お・
ら
し

ょ
の
翻
訳本文及び総察引』
(
笠
間
容
院 、
昭
日・
6)

(m)
田
島
銃
堂・
近
藤
洋
子

『正
法
眼
蔵
随
聞
記
語
裳
総
索
引』
(
法
蔵
館 、
沼
田・8)
な
ど
そ
の
代
表
格 。

し
か
し一

方で
は乙
れら
の
資
料
を
扱
う
上
で
の
留
意
や
反
省の
声
も
出
て

い
る ν
(印)
峰
岸
明
「
記
録
語
文
に
お
け
る
漢
字
表
記
語の
解
読
方
法につ
い

て
|
『
官
御
堂
側
自
記』
を
例
と
し
て
|」
(
馬
淵
記
念)
は
漢
字
表
記
語
の
解
説

法
を
反
省
し
て
ま
ず
そ
の
基
本
事
項を
設
定 、
そ
れに
基づ
く

実
演
後 、
読
法

を
要
約 、
〈
精
確
に
利
用
す
る
道
V
を
提
唱 。
(問)
森
岡
健二
「
口
語
史に
お

け
る
心
学道
話
の
位
置」
(『
国
語
学』
悶)
は
従
来
東
京
語
ま
た
は
標
準
語
成

立
論
は
江
戸
語
↓

東
京
語
↓

標
準
語
(
共通
語)
と
す
る
前
提で
そ
の
証
明に

努
め
て
き
た
よ
う
だ
と
し
て 、
抄
物
↓

江
戸
諮
義
物
↓

明
治
講
義
物
↓

演
説
↓

標
準
語
の
線
で
捉
え
直
すた
め
の一
作
業
と
し
て
各
種
心
学道
話の
語
法・
文

体
を
調べ 、
〈
方
言
的
特
色
が
稀
薄で 、
位
相
性
もな
く 、
し
か
も
文
語
的
あ
る

い
は
文
章
語
的
要
素
を
加
味
し
て
い
る
点 、
道
話の
口
語
は 、
中
立
性の
高い

口
語
〉
と
論
究 。
(出)
木
坂
基
に
も
「
心
学金百の
文
章」
(『佐
賀
大
研
究
論
文

集』
路 、
昭
日・
ロ)
の
労
作
が
あ
り 、
八
心
学
蓄の
言
語
的
努
力
は 、
単
純

に
口
頭
語
を
採
用
し
た
り 、
訓
読
体を
崩
す
作
業だ
け
で
は
な
い 、
教
化
の
方

法
と
密
着
した

形で
の 、
受
け
手
主
体
に
近
接
し
た
言
語
の
あり
方が 、
議
席

で
絞
ら
れ 、
さ
ら
に
文
字
化の
段
階で
も
絞
ら
れて 、
独
特の
心
学
話
体
を
形

成
し
て
いっ
た
〉
事を
精
細
に
説
く 。

(悶)
土
屋
信一
は
「
江
戸
語
資
料
と
し

て
の
式・一
宝ニ
馬
滑
稽
本
|
助
動
詞
「ベ
い」
の
使
用
を
中
心に
|」
(
馬
淵
記
念)
で

〈
い
か
な
る
手
段
を
講
ず
れば 、
江
戸の
戯
作
か
ら 、
そ
れ
K
反
映
した
江
戸

宝
な
本
も 、

(
勉
説

語
の
実
体を
把
握する
乙
と
が
で
きる
の
か
〉
か
ら
改め
て
問
い
直
し 、

又

(問)
に
対
し
〈
そ
の
中
心
的
な
口
語
が 、
滑
稽
本
等
の
戯
作の
言
語
の
中に
も

存
在
し 、

東
京
方
言に
速
な
る
江
戸
言
葉
と
並
存
し
て
い
て 、
場
面に
よっ
て

使
い
分
け
ら
れて
い
た
だ
ろ
う
と
い
う
仮
説
を
立
て
〉
る 。
(邸)
中
村
幸
彦

「
語
義
と
用
語
例

|1江戸時代符研究批判
|l」

(『
国
語学』
問)
は
皆
川
浜
園

(
閲
物
学)
・

成
章・
御
杖
流
に
学
的
理
論
に
基づ
く
ア
プロ
ー

チ
も
勿
論
欠
か

せ
な
い
が 、
伊
藤
東
涯
流
の
用
例
第一
主
義を
疎
か
に
すべ
き
で
ない
と
し
て

語
義
探
究
上
の
陥
り
易い
四
点を
具
体
例に
よ
り
戒
め
る 。
(問)
『
旭化版
本

朝
文
粋』
(
汲
古
書
院)
影
印の
出
版の
あ
る
阿
部
隆一
も
『
高
山
寺
古
訓
点

資
料
集
第一
』
の
書
評
(『
国
語
学』
m、
昭
日
・
9)
で
漢
籍
等
の
扱
い
は

そ
の
方
面の
専
門
家の
先
行
論
著
を
参
考
に
し 、
そ
の
協
力
を
も
得
ると
と
が

大
切
で 、
資
料
も
そ
の
も
の
を
中
心
と
す
る
廉
価
に
し
て
簡
素・
明瞭
な
形

で 、
と
注
文
す
る 。
(団)
安
田
章
は
「
中
国
資
料の
背景」
(『
国
語
国
文』

昭
日・
9)

で
〈
鶴
林
玉
露
の
日
本
語
は・:
中
国
資
料と
し
て
用い
ると
と〉

の
危
険
性
を
注
意
し 、

(m)
「
辞
書の
復
権」
(
問 、
昭
日・
6)
で
は
室
町

期の
節
用
集
は
〈一
般
社
会の
多く
の
人々
〉
用
と
い
う
よ
り
も〈
概
ね
韻
事

を
目
指
し
た
〉
もの
で 、
連
歌
用
書と
基
盤
を
同じ
く
し
た
もの
と
し
て 、
文

学・
語
学に
再
認
識
を
迫
る 。
(則)
「
朝
鮮
資
料の
位
置」
(向 、
昭
防・
ロ)

で
は
キ
リ
シ
タン
資
料の
もつ
後
向
き
の
規
範
性に
対
し 、
『
捷
解
新
語』
の

康
遇
聖
が
耳
と
口
を
通
し
て
記
し

留
め
た
も
の
は
前
向き
の
時
代
先
取
り
の
規

範
が
苧
ま
れ
て
い
る
と
し 、
そこ
に
朝
鮮
資
料
の
位
置
が
ある
と
論
ず
る 。

以
上 、
多く
の
価
値
あ
る
論
説
を
あ
え
て
割
愛
した
そ
の
上に 、
な
お
思
わ

ぬ
遺
漏や
見
当
違
い
も
多々
あ
ろ
う
と
紙
数の
超
過
と
と
もに
重々
寛
恕
を
乞

う
次
第で
あ
る 。
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